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臨
濟
録

の
序
者
郭
天
錫

に
つ
い
て

陸

【」

堆

曇調

 

私
は
拙
著

「
臨
濟
及
臨
濟
録
の
研
究
」
に
於
て
序
者
の

一
人
な
る
郭
天
錫

に
つ
い
て
は
未
だ
そ
の
傳
を
詳
か
に
し
な
い
と
遺
憾
の
意
を

慧

記
し
て
置
い
た
が
、
そ
の
後
そ
の
全
貌
と
輪
廓
に
つ
い
て
若
干
の
所
見
を
得
た
の
で
其
責
任
の

一
部
を
果
し
得
た
檬
に
思
は
れ
る
。
敢
て

是
を
同
好
に
頒
ち
叉
大
方
の
示
敏
を
侯
つ
も

の
で
あ
る
。

註

臨
濟
録
に
は
馬
防
、
林
泉
從
倫
、
郭
天
錫
、
五
峯
普
秀
の
四
序
が
傳
へ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
署

「
臨
濟
及
び
臨
濟
録
の
研
究
」
に
詳
論
が

あ
る
。

一

郭

天

錫

の

略

傳

.

郭
天
錫
は
鎭
江
京

口
の
人
で
名
は
昇
、
字
は
天
錫
叉
は
肪
之
、
號
を
雲
山
又
は
北
山
と
稻
し
た
。
父
は
義
山
先
生
と
云
ぴ
當
時
の
學
者

で
あ
つ
た
。
祀
母
が
神
に
疇
つ
て
天
錫
が
生
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
因
ん
で
名
が
つ
け
ら
れ
た
。
天
錫
と
云
ふ
の
は
天
よ
り
賜
は
る
と
云
ふ

　

　

べ

　

字
義
で
、
書
経
に
天
乃
錫
二
王
勇
智

表
二
正
萬
邦

閃
と
あ
る
が

一
例

で
あ
る
。
昇
の
字
晋
は
ヒ
で
神
前
の
鰍
器
の
こ
と
だ
と
か
で
あ
る
。

身
長
八
尺
、、
状
貌
偲
梧
、
美
縣
を
貯

へ
て
居
た

の
で
世
人
は
郭
縣
と
呼
ん
だ
。
當
時
矢
張
り
美
髭
の
飽
氏
が
あ
つ
た
の
で
是
を
飽
髭
と

呼
び
、
常
に
併
稽
さ
れ
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
日
常
酒
を
嗜
み
鯨
吸

の
量
で
あ
り
談
論
風
獲
、
正
を
持
し

て
敢

て
人
に
下
ら
・ず
、
爲
に

畏
厭
せ
ら
れ
虞
世
上
順
風
に
乗
る
こ
と
は
出
來
な
か
つ
た
。
晩
年
に
は
自
ら
省
み
て
專
ら
自
抑
し
號
を
退
思
と
稽
し
た
。
最
も
文
墨
に
長

じ
書
垂
共
に
精
妙
、
そ
の
聲
名
は

一
世
に
高
く
、
米
元
章
や
趙
子
昂
と
並
び
稻
さ
れ
、
こ
れ
等
の
墨
蹟
は
人
の
渇

仰
す
る
と
こ
ろ
と
な
り



世
寳

と
し
て
診
重
せ
ら
れ
た
。
・

叉
好
ん
で
方
外

の
士
と
交
り
談
塞
籔
玄
、
陣
侶
と
の
交
渉
も
深
か
く
、
山
林
の
清
饅
踵
を
接
し
た
と
傅

へ
ら
れ
る
。
臨
濟
録
の
序
文
も

か

エ
る
縁
由
で
書
く
に
至
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
天
錫
は
官
途
に
志
が
有

つ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
地
方
官
や
屡
吏

の
程
度
で
終
り

こ
の

方
面

に
所
志
を
伸
ぶ
る
を
得
る
に
は
至
ら
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
れ
ど
そ
の
爲
め
沮
喪
す
る
よ
う
な
人
物
で
は
な
く
、
自
ら
好
む
風

流
生

活
の
方
面
に
屈
を
伸
↓
得
た
の
は
其
生
涯
の
爲
め
に
喜
び
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

四
方
周
遊
の
後
郷
里
に
麟
り
、
病
を
獲
て
獲
し
た
亨
年
五
十
六
。
元
の
順
宗
の
至
正
元
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
長

命
で
は
な
か
つ
た
。

三
子

あ
り
長
を
永
、
仲
を
肇
、
季
を
啓
と
云
つ
た
。
皆
學
者
の
系
統
で
あ
つ
た
よ
う
だ
。
快
雪
齋
集
は
季
子
啓

の
手

に
な
つ
た
も
の
で
あ

る
。
以
下
關
係
資
料
に
鍋
れ

つ
瓦
そ
の
面
目
を
窺
ふ
こ
と
に
す
る
。

二

客

亀
杭

日

記

亀

郭
天
錫

に
客
杭
日
記
と
云
ふ
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
杭
州

へ
の
族
行
記
で
元
の
至
大
元
年
九
月

一
日
よ
り
十

一
月
四
日
迄
約
二
ヶ
月
飴

に
亘
る
も
の
で
、
そ
の
記
す
る
と
こ
ろ
は
杭
州
客
中
そ
の
地
の
文
人
墨
客
と
交
は
り
、
山
川
名
勝
に
游
ん
だ
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
風
流

に
富
ん
だ
日
記
で
あ
る
。
郭
雲
山
日
記
と
い
ふ
も

の
が
四
冊
程
あ
り
こ
れ
は
そ
の
中
の

一
冊
で
あ
る
。

客

杭
日
記
は
不
知
齋
叢
書
中
に
牧
録
さ
れ
て
あ
り
上
野
圖
書
館
で
も
見
ら
れ
る
が
、
東
洋
交
庫
所
藏

の
武
林
掌
故
叢
編
に
は
第
五
集

に

あ

つ
て
、
異
本
で
あ
り
此
方
が
善
本
で
魯
魚
の
誤
り
も
少
な
く
、
又
多
少
の
新
添
も
見
ら
れ
る
。

雍
正
年
中
に
書
か
れ
た
清
の
學
者
属
鴉
の
序
丈
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
は
中
國
當
時
の
人
汝
の
間
に
も
評
判
の
高
か

つ
た
も
の
で
、
從

つ

て
吾
が
徳
川
時
代
の
文
化
年
間
に
百
俊
徳
に
よ
り
醗
刻
さ
れ
た
。
そ
の
序
丈
に
よ
れ
ば
丁
野
南
洋

(
名
は
簗
字
は
君
美
、
土
佐
の
人
、
業

を

皆
川
洪
園
に
受
く
)
の
所
藏

の
客
杭
日
記
を
見
て
大
い
に
嘆
賞
し
、
是
を
底
本
と
し
て
麟
刻
を
期
し
た
と
こ
ろ
南
洋
が
病
獲
し
て
、
そ

の
書
の
所
在
を
失
し
た

の
で
不
知
足
齋
叢
書
中
よ
り
軸
抄
し
て
醗
刻
し
た
と
書

い
て
あ
る
。
こ
の
醗
刻
本
は
句
讃
訓
鮎
を
施
し
て
あ
り
小

臨
濟
録
の
序
者
郭
天
錫
に
つ
い
て

ご
五



抑陣

思
†

研

究

■

二
六

冊
子
で
は
あ
る
が
罷
裁
の
整
つ
た
善
本
で
あ
る
。

こ
の
書
は
族
行
記
と
し
て
入
蜀
記
や
出
蜀
記
と
並
び
構
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
観
鮎
か
ら
翻
刻
が
行
は
れ
た
こ
と
は
其
蹟
文
に
よ
り
て

窺

知
出
來
.る
ゆ
入
蜀
記
は
彼
の
陸
放
翁
の
蜀

へ
の
放
行
記
で
有
名
の
も
の
で
あ
る
が
、
天
明
年
闇
吾
が
國
に
て
も
醗
刻
さ
れ
た
。
そ
れ
に

は

柴
野
粟
山
の
序
文
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
郭
天
錫
の
客
杭
日
記
は
雑
駁
の
感
が
免
が
れ
な
い
が
入
蜀
記
は
然
ら
・ず
と
比
較
論
を
し
て

い
る
。
こ
れ
は
入
蜀
記
め
序
丈
だ
が
少
し
そ
の
方

へ
肩
を
持
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
兎
も
角
當
時
吾
國
の
學
者
間
に
も
客
杭
日
記

は
有
名
で
あ
つ
た
こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

前
記
属
鵬
が
そ
の
末
尾
に
至
大
二
年
二
月
天
錫
が
焦
山
に
宿
し
た
時
の
作
で
あ
る
と
し
て
次
の
詩
を
あ
げ
て
妙
甚
し
と
賞
し
て
い
る
。

　

　　

み

楊
予
江
頭
風
浪
不
o
焦

山

寺

裏

晩

鐘

鳴
。

　

　

　

　
　

　

み

　

憺
隅
香
未

レ
噺
一幣
恥
化
落

。

喚

二
起

山
櫓
…
看

二
月

明
叩

,こ
れ

は

快

雲
齋
…集

の
終
　に
載

つ

て

い
る

も

の

で

あ

る
。

註
日

客
杭

日
記
は
郭
天
錫
が
臨
濟
録

の
序
文
を
堂
國
い
て
か
ら
十

年
後

の
こ
と

で
あ

る
。

け

客
杭

日
認

の
覆
年

に
趙
子
昂

の
臨
濟

正
宗
碑
丈
が
出
來

た
、

口

そ
れ
か
ら
十

二
年
後

に
吾
國
に
於

て
臨
濟
録

の
初
版
が
開
版

さ
れ
た
。

三

快

雪

齋

集

郭
天
錫
は
そ
の
書
室

に
、快
雪
齋
と
名
づ
け
た
。
故
に
其
詩
集
を
快
雪
齋
集
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
天
錫
が
嘗

て
王
義
之
の
快
雪
時

暗

帖
の
眞
蹟
を
得
て
大
い
に
喜
び
、
因

つ
て
以
て
自
ら
書
室

に
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
。

快
雪
齋
集
は
京
大
人
文
科
學
研
究
所
の
藏
本
、
横
山
草
堂
叢
書
第

一
集
に
牧
藏
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
私
は
聞
き
同
司
書
室
を
煩
は
し
、

そ
の
好
意
あ
為
斡
旋
に
よ
り
そ
の
韓
爲
本
を
居
な
が
ら
に
し
て
得
て
始
め
て
之
に
接
す
る
こ
と
が
出
來
た
。
こ
の
本

に
は
天
錫

の
友
人
爺



希
魯

が
元
の
至
正
十
五
年
に
末
子
啓
の
需
に
慮
じ
て
序
文
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
こ
の
書
の
來
由
と
共
に
天
錫
の
略
傅
を
併
せ

知
る
こ
と
が
出
來
る
。
叉
嘉
慶
四
年
趙
魏
と
云
ふ
人
の
追
序
が
あ
る
が
是
に
よ
つ
て
も
更
ら
に
若
干
の
事
實
を
知
る

こ
と
が
出
來
る
。
而

し

て
其
蹟
文
は
乾
隆
十
三
年
に
陳
慶
年
が
傳
経
糧
に
於
て
草
し
て
い
る
が
、
是
に
よ
れ
ば
集
中
の
詩
文
牧
録
の
次
第

が
其
さ
に
記
さ
れ
又

そ

の
覆
刻
迄
の
迂
飴
曲
折
が
委
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

`

快
雲
齋
集
は
詩
文
集

で
は
あ
る
が
、
天
錫
の
詩
文
の

一
部
分
で
あ
つ
て
自
他

の
書
幅
に
題
賛
し
た
も
の
が
多
く
、
そ
の
他
若
干
の
文
章

が
あ
る
の
み
で
あ
る
が
丈
墨
に
關
す
る
も
の
が
圭
で
あ
る
。
他
は
散
逸
し
て
傳
は
ら
ぬ
と
の
ご
と
で
あ
る
。
こ
の
書
は
叉

一
面
時
人
と

の

交
渉

の
一
端
を
窺
ふ
こ
と
が
出
來
る
も
の
で
あ
る
が
、
兎
に
角
天
錫
に
關
し
纒

つ
た
も
の
と
し
て
は
こ
れ
が
唯

一
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

今
薮

に
は
詳
細
を
省
略
す
る
。

,

四

元

郭

界

詩

巻

歴
代
名
人
書
蹟

(
偲
丈
齋
書
書
譜
目
録
第
七
十
八
巻
)
に
よ
れ
ば
元
郭
昇
詩
巻
の
蹟
文
と
し
て
次
の
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

　

　

　

　

べ

　
　
　

こ

　

こ

こ　

　

　

　

べ
み

　

え
　

了

堂

上

人

方

外

友

如

二
天
錫

一者

情

爲

レ
至
夷

。

故

其

手

跡

盈

レ
簾

。

皆

惜

y
之

不
レ
令

レ
有

レ
所

二
散
逸

閃

錐
俗

士
有

不

及

之

者

。

宜

下
働

γ

こ

ゐ

　

師

拳

女
不

上
レ
忘

。

鰍

公

於

冥

汝
中

也

。

鍵

良

佑

蹟

。

(
鐡

網

珊
瑚

)

(
註
)

鐵
綱
珊
瑚

の
壼
日品
第
七
巻
に
載

つ
い
る
欺
文

で
あ
る
。

鐵
綱
珊
瑚
は
欣
賞
齋
原
編
と
な

つ
て

い
る
。
明

の
呉
郡

の
朱
存

理
、
性
父

の
著

で
書
書
類

帳
關
す
る
品
藻
を
記
し
た
も

の
で
郭
天
錫

に
就
て
も

種

々
記

さ
れ
.て

い
る
。

.

五

元

郭

昇

山
L居

圖

歴
代
名
入
書
戯
五

(
倣
文
齋
書
書
譜
目
録
第
八
十
五
巻
)
に
よ
れ
ば
、

臨
濟
{録
の
序
者
郭
天
錫
に
つ
い
て

天
錫

の
山
居
岡
に
つ
き
友
人
侃
踏
が
左
の
如
く
記
レ
て
い
る
。

二
七



縄

學

研

究

二

八

そ
り
　

　
　

　

　

ぎ

つ

　

こ

そ

　

天
錫
橡
郎
與
レ
予
交
最
久
ρ
死
別
忽
忽
二
十
絵
載
。
念
之
レ恨
恨
如
何
可
L
言
。
錫
山
弓
河
上
玄
元
道
舘
錫
麓
玄
丘
精
舎
其
書
レ壁
最
多
。

　

　

　

　

　

へ

ゐ

　

　

　

そ

　

　

　

　

　

　

こ

ねへ

こ

今

或

爲

二
軍

放

居

一。

或

爲

=
狐

兎

之

窟

一。
頽

垣

遺

趾

風

景

亦

異

。
錐

二
予

之

故

郷

一
乃
若

二
異

郷

一
夷

。

不

レ
齢

二
吾

土

一
亦

已

十
年

。

因

勝

伯

へ
　

ぽ

　

こ

が

べ

こ

　

　

　

ぶ

　

り

　

あ

　
　

　

ら　
ぺ

　

微
君
携
二此
巻
一相
示
爲
レ之
展
玩
。
感
慨
井
叙
二
述
其
聴
昔
相
與
之
所
以

一。
然
者
其
中
有
レ
不
レ能
二自
已
一也
。
投
レ
筆
凄
然
久
レ
之
。

至
正
二
十
三
年
歳
在
癸
卯
。
十
二
月
十
日
夜
◎
笠
澤
蝸
牛
盧
中
爲
β
侃
蓑
。
(鐵
網
珊
瑚
)

猫
同
書
に
訳
の
二
っ
が
あ
る
。

元

郭

鼻

雲

山

巻

　
　

と

こ

ゐ

こ

り

　

　

　

え

　

米
公
元
暉
者
游
二
径
鳩
一登
二含
輝
亭
一。
携
二
山
青
雲
白
樹
色
水
光
之
勝
一。
悟
∴得
豪
端
三
昧

一爲
鄭
王
楊
呉
董
宋
郭
萢
郡
公
摘
長
。
初
聞
二

　

　

こ

ゐ

　

　

　

　

こ

こ

　

こ

べ

　

　

　
　

　

　

　
　

是

読

一實

誇

レ
之

。

及
三
元

貞
丙

申

春

予

寓

二
山
中

一暉

齢

楷

二
二

三

友

一縦

歩

二
是

亭

一。

目

二
撃

眞

態

一亦

有

二
感

登

一。

乃

信

元
暉

悟

是

而

得

二

　

ゐ

こ

　

　
み

　

　

　

こ

が

べ

天
巧
一非
二浪
説
一也
。
大
徳
癸
卯
秋
既
下
二峰
頂
㌔

乃
今
至
順
癸
酉
途
三
十
年
。
想
二蕾
灘
之
樂

一不
レ
可
一一復
追
も

爲
レ之
慨
歎
。
適

,
叉

　

べ

　

　

三
月
十
有
五
日
姑
習
良
輝
人
出
二
示
郭
公
天
錫
所
7作
。
齪
山
隙
秀
輕
雲
抹
淡
。
綾
屋
藏
林
。
短
橋
横
澗
。
朝
礒
夕
需
。
千
歌
萬
貌
。
把

こ

ぺ
ゐ

お
　
　

　

　

　　　

こ

ゑ

ぺ
　

　

　　

ゐ

　

そ

　
　

こ

　
　

玩

至

再

不
レ
畳

二
宿

懐

一
時

脆

一焉

。
悦

如
下
身

臨

二
亭

際

一
聯
巾
游

物

表

上
。

殆

不

レ
知

二
人

爲

邪

天

就

邦

一。

抑

郭

得

二
干
米

一
邪

米

得

二
子

天

一

　

ぺ
　

　
ぶ

　

　
　

　

　

邪
。
善
一噌豪
素
一者
緋
レ之
庶
幾
吾
言
得
レ之
莫
。

鶴
林
繹
契
了

(績
書
嵜
題
蹟
記
)

元

郭

鼻

雲

山

過

雨

圖

　

　

　

と
　

　

ゐ

右
雲
山
過
雨
圖
乃
京
口
郭
天
錫
用
二
米
元
暉
筆
法

而
作
也
。
.峰
轡
模
糊
。
林
木
清
潤
。
宛
然
宿
雨
初
舞
。
吾
不
識
書
而
亦
以
其
可
配
前

り

み

　

べ

　

人
是
圖
作
予
至
順
辛
未
。
當
時
名
公
若
虞
郡
巷
祠
籔
書
皆
有
二
題
詠
一。
距
レ今
百
有
鯨
年
而
爲
其
同
レ
姓
。
嘗
熟
歩
世
南
所
得
物
固
有
定

　

　

り

遇
哉
。
世
歯
爲
レ
勢
有
二善
政
一。
較
其
憂
民
之
心
甚
子
愛
圖
特
爲
表
著

云
。
(張
釜
丈
僖
公
集
)

六

郭

天

錫

詩

巻

歴
代
讐
藏
書
三
。
(倣
文
齋
書
幾
目
録
第
九
十
三
巻
)
に
郭
天
錫
詩
巻
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
詳
細
は
わ
か
ら

な
い
。



七

郭
砧
之
天
錫
號
北
山
所
藏

宋
周
密
雲
畑
過
眼
録

(
傭
丈
齋
書
書
目
録
第
九
十
三
巻
、
歴
代
藏
書
巻
三
)

　

こ

　

　

こ

べ

こ

　

　

督

右

軍

得

二
告

得

帖

叉
快

雪

時

暗

帖

一。

皆

眞

蹟
。

有

二
米

老
蹟

一
。

途

以

名

レ
齋

且

刻

レ
石
。

葉

森

曾

見

二
此

二
帖

一。

騨

韻
精

彩

。

(
註
)

こ
の
外

に
七
種

ば
か
り
所
藏

の
晶

目
が
畢
げ
ら
れ
て
い
る
。

雲
畑
過
眼
録
は
宋

の
周
密

の
編
者
で
四
巻
。
・寳
顔
堂
秘
笈
巻
ご
に
牧
録

さ
れ
て

い
る
Q

猫

同

書

の

歴

代
讐

書

三

に
は

次

の

二

つ
が

あ

る
。

王

介

石

虎

臣

所

藏

り

　

べ

べ

べ

　

(
上
略
)

王
維
豊
二孟
浩
然
像
一。
昔
爲
二
趙
碧
澗
由
一。
酢
後
腺
二
趙
信
之
哺。
叉
蹄
二喬
仲
山
一。
伸
山
又
脇
二
之
郭
北
山
一Q

郭
佑
之
天
錫
號
北
山
所
藏

韓
滉
臨
玄
來
圖
叉
隻
牛
佳
。

盧
榜
迦
羅
漢

(
以
下
二
十
六
種
あ
り
省
略
)

八

保

母
帖

践

(
三
希
堂

石
渠
寳

笈

法
帖
第

二
冊

)

右
管
太
宰
中
書
令
王
隊
之
字
子
敬
書
保
母
帖
:
:
(中
略
)

金
城
郭
天
錫
審
定
秘
玩

瑚

叢

厨
墨

錨

り

　
　

　

　　
　
　

　

よ

　　

(
註
)

王
献
之
保
母
誌

一
。
慶
元
聞
山
陰
有
レ
八
登
地
得
レ
之
。
嘉
定
元
年
朝

廷
降
下
盛
以
=
漆
匝
一藏
一一於
挿
訪
庫

一
。
(同
帖
)

臨
濟
鷺
鯨
の
序
者
郭
天
錫

に

つ
い
て

ご
九



輝

學

研

究

.

三
〇

三
希
堂
法
帖
に
よ
れ
ば
こ
の
保
母
帖
の
蹟
の
精
妙
な
る
天
錫
の
筆
蹟
が
偲
ば
れ
て
帖
を
閉
つ
る
に
忽
ぴ
難
き
思
ひ

の
す
る

も

の

で

あ

る
。
私
は
こ
の
法
帖
の
外
天
錫
の
肉
筆
な
る
も

の
を
書
書
共

に
未
だ
見
た
こ
と
が
な
い
。

九

歴

代
書
史

彙
傳

(戌

巻

)

　
　

　

郭

界
字
天
錫
。

一
字
佑
之
。
號
北
山
。
京
口
人
。
爲
不
江
路
呉
江
儒
學
教
授
未
漸
江
省
辟
充
二橡
史

一。
竹
木
案
石
有
米
家
風
。
書
法
出

入
趙
孟
額
。

こ
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
倣
文
齋
書
叢
譜
巻
三
十
七
書
家
傳
、
同
巻
五
十
三
の
蚕
家
傳
九
に
も
郭
天
錫
の
略
傳
が
あ
る
。
そ
の
他

鎭
江
府
志
、
圖
絡
寳
鑑

に
も
あ
る
が
煩
を
厭
ふ
て
省
略
す
る
。

十

郭

天
錫

と
薩

天
錫

乏
元
詩
選

郭

天
錫

の
詩
集
と
略
傳
と
が
元
詩
選
に
載
つ
て
い
る
と
云
ふ
。
元
詩
選
は
長
州
顧
侠
君
が
元
代
の
詩
を
選
集
し
た
も
の
で
元
百
家
集
と

も
云
は
れ
数
巻
に
な
つ
て
い
る
。
客
杭
日
記
の
蹟
丈
に
よ
れ
ば
唐
墓
蘭
亭
の
墨
蹟
に
題
す
る
天
錫
の
詩
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

私
が
元
詩
選
を
草
卒
に
調
ら

べ
た
の
で
是
は
見
當
ら
な
か
つ
た
、
天
錫
詩
集
と
云
ふ
が
其
中
の
戌
集

に
あ
つ
た
が
是
は
薩
天
錫
の
詩
集
で

あ
つ
た
。
薩
天
錫
は
,本
名
を
薩
経
歴
都
利
と
云
つ
て
元
代
の
子
孫
で
あ
る
。
名
の
意
味
に
漢
言
に
す
れ
ば
濟
善
と
云
ふ
意
味
だ
と
の
こ
と

で
あ
る
。
薩
天
錫
は
學
者
で
あ
り
元
朝
に
重
用
さ
れ
た
人
で
あ
つ
て
、
丈
名
噴

汝
た
る
人
で
あ
る
。
こ
の
爾
人
は
甚
だ
紛
ら
は
し
き
存
在

で
あ
る
か
ら
、
注
意
を
要
す
る
。

元
詩
選
の
丙
集

の
中
に
貢
集
賢
奎
の
雲
林
集
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
蛮
字
は
仲
章
、
寧
國
宣
城
の
人
で
あ
つ
て
そ

の
中
に
郭
天
錫

に
つ

い
て
の
長
詩
が
あ
る
。

　

　

み
　

こ

途
三
郭
教
授
蹄
二鎭
江
一



　

長
江
日
夜
東
南
來
。
千
巖
萬
整
雲
屏
開
。
楼
船
挾
レ櫨
行
若
レ飛
。
(
下
略
)

猴
こ
の
詩
中

の
一
句
に
六
年
屋
を
京
洛
に
買
ふ
云
々
と
あ
る
か
ら
天
錫
は
京
洛
に
家
を
買
つ
て
」
ハ
年
も
假
佳
し
そ
れ
か
ら
家
郷
に
曝
つ
た

も
の
と
見

へ
る
。

十

一

監
"察
御
更

の
こ

と

臨
濟
録
の
序
文
の
末
尾
に
よ
る
と
前
監
察
御
史
郭
天
錫
焚
香
九
拝
書
と
記
さ
れ
て
い
る
。
監
察
御
史
と
云

へ
ば
元
朝

の
高
官
と
思
は
れ

る
か
ら
元
史
を

一
慮
見
た
が
郭
天
錫

に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
客
杭
日
記
の
蹟
文
に
は

「
嘗
て
宣
府
の
判
官
と
爲
る
」
と
記

さ
れ

て
い
る
が
、
快
雪
齋
集
略
傳
に
よ
れ
ば
地
方
の
書
院
の
儒
學
敏
授
と
な
り
江
漸
行
省
の
橡
吏
に
な
つ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、

何
れ
も
元
朝

の
顯
官

に
な
つ
た
こ
と
は
認
め
難
い
。
監
察
御
史
と
云
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
未
だ
之
を
明
ら
か
に
な
し
得
な
い
。

(昭
和
二

十
六
年
楠
汁秋
日
)

附
記

本
稿
に
つ
い
て
は
、
東
京
上
野
、
美
術
研
究
所
内
、
鳥
田
修
二
郎
先
生

。京
都
北
.白
川
人
文
科
學
研
究
所
司
書
室
。
東
京
東
洋
丈
庫
等
の
御
厚
意

に.負
ふ
と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
ン
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
。

●

σ

3

臨
濟
曲録
の
序
者
郭
天
錫

に
つ
い
て

三

一


